






































































    A goal of this paper is to draw a change from the Meiji last years to a Showa beginnings in a Japanese theater,
    Teikokugekijyo, Tukijisyogekijyo and Tokyo Takarazuka gekijyo. 4 elements are included in a word as a theater, Specialist's arrange-
ment, Creation in a stage, Spatial design, the quality of the audience. These are also an important part via the time. A relation in a front
stage of a background of construction and theater space was hung by the main subject. In particular, it's considered more than a state-
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民社会が公共圏を獲得する段階で積極的なリーダーシップ
をとることに成功してこなかった。」xxiiiとするならば、地
域の劇場こそ「専門的な領域」の確立が必要であり、専門
的人材が全国に配置されるべきであろう。現在、市民が
「専門領域」に関わるしくみはまだ発展の途上にある。歌
舞伎劇場を持ち続けた我が国の劇場史に、地域における芝
居小屋の活動のほかに「劇場」において「国民（市民）の
領域」を拡充させるためには、専門領域の確保と支援とい
う徹底した改革を促進していく必要がある。2006年指
定管理者制度導入後の現在にあっては、文化事業と公共事
業の両立という視点の上に立った「新しい組織構築に必要
な新しい人材の確保」という視点が重要となろう。「専門
の領域」の位置づけを実践してこなかった歴史が、裏返せ
ば「国民（市民）の領域」を圧迫しているのである。そし
て、この二つの領域を統括することも視野に入れた人材
（プロデューサー等）の不在こそが、実は日本の劇場を支
えていた「劇場の純粋な楽しさ」を消滅させてしまったの
ではないだろうか。
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